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析． 
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の CAR の有用性～NAPOLEON 2 studyより～． 
2) 谷口育洋：表在型食道癌においてサルコペニアに伴う嚥下障害は ESD 後誤嚥性肺炎のリスク

因子である． 
3) 橋口慶一：当院における家族性大腸腺腫症に伴う十二指腸非乳頭部腫瘍に対する局所治療の現

状． 
4) 山根大毅：当科における免疫チェックポイント阻害剤の効果予測因子の検証． 
5) 桑原 愛、大仁田 賢、柴田雅士、柿ヶ尾佳奈、植原亮平、東 俊太朗、井上健一郎、中尾一

彦、赤澤祐子、中島正洋：当院で経験したラズベリー様腺窩上皮型胃癌症例に関する検討 
 
ハンズオンセミナー： 
1) 司会：佐々木龍、柴田英貴、インストラクター：本吉康英、柴田英貴、松崎寿久：腹部スクリ

ーニングの基本． 
2) 司会：大仁田賢、橋口慶一、インストラクター：植原亮平、卜部繁俊、福田浩子、三根祥一

郎、田渕真惟子、岡村卓真：ブタ胃臓器を用いた ESD． 
3) 司会：小澤栄介、小松直広、インストラクター：小澤栄介、山尾拓史、佐伯哲、小松直広、岩

津伸一、澤瀬寛典、髙橋孝輔、長田和義：ファントムモデルを用いた胆膵臓器の標準的描出法

の習得． 
4) 司会：西山仁、赤司太郎、インストラクター：今村洋子、北山素、塩田純也、猪股寛子：大腸

内視鏡挿入・EMR トレーニング． 
 
ランチョンセミナー： 
1) 小澤栄介：Therapeutic ERCP の最前線． 



 
第 112 回 日本病理学会総会 

2023.4.13-4.15 池田 栄二 下関 
ポスター： 
1) 上木 望、山根大毅、添田李子、片渕 直、米満伸久、中島正洋：部検により明らかになった

胆嚢肉腫様癌の一例． 
 
第 121 回/第 115 回 日本消化器病学会九州支部例会/日本消化器内視鏡学会九州支部

例会 
2023.5.12-2023.5.13 古賀 浩徳 福岡 

シンポジウム： 
1) 佐々木龍：肝癌薬物療法における局所療法併用の意義（LEN-TACE 療法）． 
2) 中尾康彦：細胞外小胞（EV）の NAFLD 患者に対する低侵襲バイオマーカーとしての有用性

の検討． 
3) 嶋倉茜：当院における分枝型IPMN経過観察の成績． 
 
ワークショップ： 
1) 三馬聡：C型慢性肝炎のSVR後発癌率とSVR後フォローアップ層別化の検討． 
2) 峯彩子：腹腔鏡内視鏡合同手術(Thoracoscopic-Endosopic combined Surgery with 

submucosal tunnelingmethod)-食道粘膜下層腫瘍に対する新たな治療法． 
3) 橋口慶一：当院における十二指腸非乳頭部腫瘍に対するESDにおよびD-LECSの検討． 
 
ランチョンセミナー： 
1) 山口直之：「シン・高周波発生装置VIO3～進撃のプレサイスセクト～」． 
 
特別企画(レクチャー)： 
1) 松島加代子：消化器内視鏡の基礎と学び方・教え方． 
 
専攻医発表： 
1) 小出明妃：多発性硬化症に対するステロイドパルス後に胆嚢炎様の症状を呈した薬剤性肝障害

の一例． 
2) 宮下香世：腹腔鏡下腸間膜生検で診断に至り保存的加療で軽快したIgG４関連腸間膜脂肪織炎

の一例． 
 
第 9 回 肝臓と糖尿病・代謝研究会 

2023.5.13 西尾 善彦 鹿児島 
一般口演： 



1) 宮明寿光、福島真典、佐々木龍、三馬聡、中尾一彦：肝硬変患者における高解像度末梢骨用定

量的 CT を用いた骨微細構造の性差の検討． 
 
第 105 回 日本消化器内視鏡学会総会 

2023.5.25-2023.5.27 松本 主之 東京 
シンポジウム(基調講演)： 
1) 山口直之：上部消化管狭窄に対する内視鏡治療の現状と今後の課題． 
 
シンポジウム： 
1) 谷口育洋：食道 ESD 後狭窄に対する EBD+SH 経口投与併用による狭窄解除法の短期成績

と長期予後から見た有用性． 
 
一般口演： 
1) 橋口慶一：地方都市機関における十二指腸非乳頭部腫瘍に対する局所治療成績の変遷． 
 
日本超音波医学会第 96 回学術集会 

2023.5.27-5.29 菊池 昭彦 埼玉 
一般口演： 
1) 髙橋孝輔、田島和昌、中尾康彦、福島真典、佐々木 龍、小澤栄介、 三馬 聡、宮明寿光、

中尾一彦、黒濱 大：超音波内視鏡下針生検が確定診断に有用であった胸腺癌膵転移の一例． 
 
第 41 回 日本肝移植学会学術集会 

2023.6.1-6.2 髙田 泰次 愛媛 
一般口演： 
1) 宮明寿光：肝移植前後の体組成変化と脂肪肝、糖尿病発生の関連について． 
 
スイーツセミナー： 
1) 宮明寿光：長崎大学病院における肝移植医療への消化器内科医の役割． 
 
第 59 回 日本肝臓学会総会 

2023.6.15-6.16 𠮷治 仁志 奈良 
特別企画 研修医・専攻医・医学生セッション～症例から学ぶ～１： 
1) 山口兼生、福島真典、石丸英樹、小出明妃、田島和昌、中尾康彦、髙橋孝輔、佐々木 龍、三

馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：RFAよる疼痛緩和が可能であった肝細胞癌骨盤転移の 1 例． 
 
モーニングセミナー： 
1) 宮明寿光：肝機能異常と脂質異常を来す希少疾患～コレステロールエステル蓄積症とは～． 
 



一般口演： 
1) 中尾康彦、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：AI を使用した肝細胞癌

造影 CT像に対する ICI治療効果予測最適化モデルの模索． 
2) 福島真典、宮明寿光、別府麻美、松尾 諭、田島和昌、中尾康彦、佐々木 龍、三馬 聡、中

尾一彦：AI による線維化パターンの網羅的解析手法を用いた NASH 発癌リスクの検討． 
 
ワークショップ： 
1) 佐々木 龍、宮明寿光、中尾一彦：EOB-MRI肝細胞相不均一病変を有する切除不能進行肝癌

薬物療法の治療効果と予後． 
2) 三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：肝硬変患者における小腸粘膜障害マーカーIFABP2 発現，及

び腸内細菌叢が与える影響の解析． 
3) 宮明寿光、三馬 聡、中尾一彦：肝移植前後の体組成変化と脂肪肝，糖尿病発生の関連につい

て． 
4) 福島真典、宮明寿光、中尾一彦：不顕性肝性脳症診断における肝臓体積評価の有用性． 
 
第 28 回 日本肝がん分子標的治療研究会 

2023.6.23-6.24 坂本 直哉 北海道 
 
ポスター： 
1) 佐々木 龍、松尾 諭、田島和昌、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：肝

癌薬物療法における Advanced stage への LEN-TACE 治療成績． 
2) 徳永尭之、立山雅邦、瀬戸山博子、吉丸洋子、田中健太郎、渡邊丈久、長岡克弥、楢原哲史、

稲田浩気、飯尾悦子、近藤泰輝、三馬 聡、宮瀬志保、田中靖人：アテゾリズマブとベバシズ

マブ両方中止以外の容量調整は切除不能肝細胞癌患者の良好な予後と関連する． 
 
第 77 回 日本食道学会学術集会 

2023.6.29-6.30 安田 卓司 大阪 
一般口演： 
1) 田渕真惟子、中尾康彦、南 ひとみ、塩田純也、北山 素、橋口 慶一、松島加代子、山口直

之、赤澤祐子、中尾一彦：AI を使用した High-resolution manometry に対する食道アカラシ

ア診断補助モデルの開発． 
2) 園田悠紀、荒木智徳、林 康平、本田琢也、中尾一彦：当科における免疫チェックポイント阻

害剤の検証． 
3) 山島美緒、三馬 聡、宮明寿光、山道 忍、石田智士、本田徹郎、矢嶌弘之、宮崎 修、栗林

泰隆、岡村卓真、池田智成、市川辰樹、中尾一彦：乳がんの既往と肝がん発症との関係． 
4) 曽山明彦、日高匡章、田中貴之、原 貴信、松島 肇、濱田隆志、松隈国仁、福本将之、足立

智彦、三馬 聡、宮明寿光、金高賢悟、中尾一彦、江口 晋：NASH関連非代償性肝硬変に対

する肝移植の治療成績． 



 
ポスター： 
1) 野村基雄、玉置将司、清水充子、片岡洋望、石原 立、天沼裕介、渡辺晃識、林 智之、松島

加代子、武藤 学：切除不能進行再発食道がん及び胃がんに対する ICI と PDT併用療法

(ioPDT)の医師主導治験 A． 
2) 玉置将司、野村基雄、清水充子、片岡洋望、石原 立、天沼裕介、渡辺晃識、林 智之、松島

加代子、武藤 学：切除不能進行再発食道がん及び胃がんに対する ICI と PDT併用療法

(ioPDT)の医師主導治験 C． 
 
第 54 回 日本膵臓学会大会 

2023.7.21-7.22 伊藤 鉄英 福岡 
パネルディスカッション： 
1) 村上正俊、藤森 尚、中村雅史、橋元慎一、西原一善、階子俊平、小澤栄介、岡本和久、石田

祐介、岡野圭一、高木 亮、小川佳宏：機械学習を用いた膵神経内分泌腫瘍治癒切除後の再発

予測因子の解析． 
 
第 59 回 日本肝癌研究会 

2023.7.27-7.28 飯島 尋子 大阪 
シンポジウム： 
1) 徳永尭之、立山雅邦、近藤泰輝、三馬 聡、宮瀬志保、田中健太郎、楢原哲史、稲田浩気、蔵

野宗太郎、飯尾悦子、吉丸洋子、長岡克弥、渡邊丈久、瀬戸山博子、田中靖人：アテゾリズマ

ブとベバシズマブ両方中止以外の容量調整は切除不能肝細胞癌患者の予後を悪化させない． 
 
一般口演： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：Advanced stage に対す

る LEN-TACE 療法の有用性． 
 
第 55 回 日本医学教育学会大会 

2023.7.28-7.29 浜田 久之 長崎 
ちゃんぽんシンポジウム Neo： 
1) ファシリテーター：石原 慎、石丸裕康、庵谷千恵子、江川 徹、岡﨑三枝子、高桑 修、高

橋 誠、中山龍彦、松島加代子、三浦聖子：わたしたちが学びたい（ 教えたい） 医学教育は

これだ！ 
 
学会連携企画 1： 
1) 三原 弘、倉島 庸、松島加代子：専門領域学会との連携の試み 日本消化器病学会へのアウ

トリーチ事例． 
 



ワークショップ： 
1) ファシリテーター：石原 慎、石丸裕康、磯部真倫、伊野美幸、落合甲太、松島加代子、安井

浩樹：臨床研修を練る会議～評価票を練ってみる～． 
 

ミニシンポジウム： 
1) 松島加代子：医療教育者としての在り方と働き方  【第二部】ポンぺのしめす未来を考え

る。 
 
シンポジウム： 
1) 松島加代子：プログラムタスクフォースの立場から考える日本医学教育学会大会運営の光と

影． 
 
ランチョンセミナー： 
1) 松島加代子：漢方教育における yin and yang ！？～専門診療科がない場合～． 
2) 田渕真惟子：医師のキャリアの和華蘭（わからん）トーク 1． 
 
一般口演： 
1) 泉野浩生、田崎 修、村橋志門、宮本俊之、松島加代子、浜田久之：初期研修医のための実践

的かつ五感で学ぶ栄養教育． 
 
ポスター： 
1) 渡邊 毅、高山隼人、一宮邦訓、小田真哉、鶴川慎一郎、塩田純也、中山龍彦、松島加代子、

長谷敦子、浜田久之：耳鼻咽喉科・アレルギー科専門医とおこなう研修医離島外来研修プログ

ラムについて． 
 

第 25 回 九州肝癌研究会 学術講演会 
2023.9.2 田中 靖人 福岡 

一般口演： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：

Atezolizumab/Bevacizumab併用療法における後治療としての Lenvatinib． 
  
第 59 回 日本胆道学会学術集会 

2023.9.14-9.15 平野 聡 北海道 
ポスター： 
1) 髙橋孝輔、小澤栄介、中尾一彦、嶋倉 茜、森 智崇、中尾康彦、福島真典、宮明寿光、曽山

明彦、日高匡章、江口 晋：生体肝移植後胆管空腸吻合部狭窄に対するダブルバルーン内視鏡

を用いた金属ステント留置の検討． 
 



第 77 回 日本消化器画像診断研究会 
2023.9.16 菊山 正隆 東京 

一般口演： 
1) 森 智崇、小澤栄介、阪口真千、佐々木 龍、松尾 諭、嶋倉 茜、中尾康彦、髙橋孝輔、足

立智彦、岡野慎士、中尾一彦：術前診断が困難であった胆管癌と膵癌の重複癌の 1 例． 
 
第 82 回 日本癌学会学術総会 

2023.9.21-9.23 間野 博行 神奈川 
ポスター： 
1) 林 康平、Tong Ying、Myat Aungbhone、柳原五吉、中尾一彦、益谷美都子：Aプラチナ薬

剤同士の併用による胃がん細胞に対する抗腫瘍効果の相加・相乗性の解析． 
 
一般口演(English)： 
1) 中尾康彦、佐々木 龍、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：肝細胞癌造影 CT 像に

対する ICI 治療効果予測 AI モデルの開発． 
 
第 55 回 日本臨床分子形態学会総会・学術集会 

2023.9.29-9.30 矢野 博久 福岡 
シンポジウム： 
1) 宮明寿光、中尾康彦、福島真典、佐々木 龍、三馬 聡、中尾一彦：NASH 肝生検組織を利

用した線維パターンの網羅的解析による HCC 予測． 
 
ランチョンセミナー： 
1) 佐々木 龍：肝癌薬物療法における奏効予測とレンバチニブの可能性． 
  
第 51 回 日本歯科麻酔学会総会・学術集会 

2023.10.6-10.8 鮎瀬 卓郎 長崎 
歯学教育シンポジウム： 
1) 松島加代子：医・歯・薬で協働するこれからの医療者教育． 
 
第 85 回 日本血液学会学術集会 

2023.10.13-10.15 豊嶋 崇徳 東京 
一般口演： 
1) 松本和幸、加藤丈晴、山田悠一、坂本 光、蓬莱眞喜子、糸永英弘、佐藤信也、馬場真紀、安

東恒史、北山 素、荒井淳一、黒濱大和、大島孝一、宮崎泰司：治療後に気管食道瘻を合併し

た古典的ホジキンリンパ腫の症例． 
 
第 27 回 日本肝臓学会大会 



2023.11.2-11.5 島田 光生 神戸 
統合プログラム： 
1) 宮明寿光、三馬 聡、中尾一彦：肝硬変患者におけるHigh Resolution peripheral 

Quantitative CT(HR-pQCT)を用いた骨劣化パターンの男女別の解析． 
 

ポスター： 
1) 三馬 聡、宮明寿光、市川辰樹、松崎寿久、中尾一彦：肝癌既往により層別化した DAA治療

SVR 後の肝疾患/非肝疾患死亡率の解析． 
2) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：Advanced stage肝癌へ

の LEN-TACE 療法． 
3) 中尾康彦、馬渡文弘、福島真典、佐々木 龍、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：胸部 X線検査

による肝疾患サルコペニア予測モデルの開発． 
 
第 106 回 日本消化器内視鏡学会総会 

2023.11.2-11.5 塩谷 昭子 神戸 
ポスター： 
1) 猪股寛子、田渕真惟子、赤澤祐子、南 ひとみ、塩田純也、赤司太郎、北山 素、松島加代

子、山口直之、中島正洋、中尾一彦：遺伝子損傷応答シグナルは下咽頭扁平上皮癌の多段階発

癌と転移リスクに関与する． 
2) 赤司太郎、山口直之、中尾一彦：Red Dichromatic Imagingは食道 ESD の Spatial 

resolution を高める． 
3) 児嶋知仁、中尾康彦、喜多由子、馬渡文弘、深堀愛子、中尾一彦：当院における上部消化管内

視鏡的 PTP摘除術の治療成績と,新規摘除術の試み． 
4) 橋口慶一、山口直之、大仁田 賢、金高賢悟、中尾一彦：内臓脂肪・腸腰筋面積が及ぼす十二

指腸 ESD/D-LECS短期成績への影響． 
 
第 11 回 内視鏡検査・周術期管理の標準化に向けた研究会 

2023.11.5 藤城 光弘 神戸 
一般口演： 
1) 森 智崇、小澤栄介、澤瀬寛典、嶋倉 茜、髙橋孝輔、鮎瀬卓郎、矢野倫太郎、一ノ宮大雅、

中尾一彦：内視鏡的逆行性胆管膵管造影におけるデクスメデトミジン鎮静時の Nasal High 
Flow による鎮静安定化の検討． 

 
第 122 回/第 116 回 日本消化器病学会九州支部例会/日本消化器内視鏡学会九州支部

例会 
2023.11.24-11.25 高槻 光寿 沖縄 

女性医師の会特別企画： 



1) 草野啓子、田渕真惟子、松島加代子、赤澤祐子、中尾一彦：長崎大学病院と関連施設における

男性育児休業に関する現状と意識調査． 
 
シンポジウム： 
1) 田渕真惟子、南  ひとみ、塩田純也、峯  彩子、中尾一彦：POEM における ICG局中法の有

用性． 
2) 赤司太郎、山口直之、中尾一彦：食道胃接合部癌に対する ESD短期成績と長期予後から見た

現状と問題点． 
3) 財田祐希、田渕真惟子、南 ひとみ、山口直之、中尾一彦：咽頭表在癌患者の飲酒および喫煙

習慣の特徴と 2次発癌に関連する因子についての検討． 
4) 塩田純也、永松雅朗、北山 素、松島加代子、中尾一彦：当院での潰瘍性大腸炎に対する新規

JAK阻害薬の治療経験． 
 
ワークショップ： 
1) 佐藤航平、田渕真惟子、橋口慶一、北山 素、中尾一彦：救命救急病棟における経管栄養開始

後の上部消化管出血についての検討． 
2) 佐々木 龍、宮明寿光、曽山明彦、中尾一彦：切除不能進行肝癌薬物療法における集学的治療

の意義． 
3) 嶋倉 茜、小澤栄介、森 智崇、髙橋孝輔、中尾一彦：当院における IPMN の術前診断の検

討． 
 
一般口演： 
1) 松隈美佳、小林慎一朗、林田浩太朗、塩田純也、三好敬、 岡田怜美、 足立利幸、井上悠介、

永松雅朗、金高賢悟、中尾一彦、江口 晋：クローン病治療中に発症した Boerhaave 症候群
の一例． 

 
専攻医発表： 
1) 鍬塚磨呂、髙橋孝輔、嶋倉 茜、田島和昌、森 智崇、中尾康彦、福島真典、佐々木 龍、小

澤栄介、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：膵管の高度狭窄を伴う感染性膵仮性嚢胞に対してド

リルダイレーター Tornus ES を用いた膵管ドレナージ術が有用であった一例． 
2) 野尻暁太、大仁田 賢、桑原 愛、柿ヶ尾佳奈、植原亮平、東 俊太朗、井上健一郎、神谷直

昭、林 康平、園田悠紀、本田琢也、中尾一彦、松岡優毅、中島正洋：異所性胃粘膜を背景と

した食道腺癌と同時に発見された転移性胃癌の 1 例． 
3) 福田大毅、林 康平、山道翔太、園田悠紀、荒木智徳、本田琢也、岡野慎士、中尾一彦：胃 

hepatoid adenocarcinoma Stage4 の 1 例． 
4) 大山 格、松崎寿久、山尾拓史、中尾一彦：膵原発性混合腫瘍（MiNEN：mixed 

neuroendocrine-nonendocrine neoplasm）の転移性肝腫瘍破裂の一例． 



5) 山道翔太、福田大毅、林 康平、園田悠紀、荒木智徳、本多琢也、中尾一彦：化学放射線療法

で完全寛解を得た肛門管癌の一例． 
6) 小笠原俊輔、峯 彩子、志垣雅誉、平田亮介、永松雅朗、井山玲奈、小林仁美、猪股寛子、植

松梨華子、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、南 ひとみ、松島加代

子、山口直之、中尾一彦、中西裕美、岡野慎士：腎細胞癌から転移した胃腫瘍の一例． 
 
研修医発表： 
1) 大久保 慶、塩田純也、澤 健一、谷口育洋、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、

松島加代子、赤澤祐子、山口直之、中尾一彦：難治性下腿潰瘍をきたした潰瘍性大腸炎の一

例． 
2) 塚本愛麗子、塩田純也、佐藤航平、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、富永哲郎、

野中 隆、山口直之、中尾一彦：内視鏡的に整復し得た横行結腸軸捻転の一例． 
3) 須賀原 啓、松尾 諭、佐々木 龍、嶋倉 茜、森 智崇、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、

宮明寿光、田中健之、荒木 寛、関野元裕、吉川 亮、曽山明彦、江口 晋、中尾一彦：特異

な多発肝嚢胞様形態を呈し部検で肝血管肉腫と診断された一例． 
 
第 343 回 日本内科学会九州地方会 

2023.11.26 迎 寛 長崎 
一般口演: 
1) 林 康平、園田悠紀、荒木智徳、本田琢也、中尾一彦：肛門管扁平上皮癌 7 例における放射線

化学療法の有効性と安全性に対する検討． 
2) 福島真典、中尾康彦、佐々木 龍、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：COVID-19流行中の当院

肝臓外来紹介患者の特徴． 
 
第 45 回 日本肝臓学会西部会 

2023.12.7-12.8 伊藤 義人 京都 
パネルディスカッション： 
1) 別府麻美、宮明寿光、中尾一彦：NAFLD肝生検組織における線維パターンの網羅的解析によ

る発癌予測． 
 

ワークショップ： 
1) 中尾康彦、佐々木 龍、中尾一彦：AI を使用した造影 CT像による肝細胞癌治療効果予測モデ

ルの模索． 
 
特別企画 2（メディカルスタッフセッション）： 
1) 橋本淳子、田浦直太、宮明寿光、三馬 聡、松本武浩、中尾一彦：当院におけるフィブリノー

ゲン製剤等の投与に関する診療録調査の現状についての報告． 
 



一般口演： 
1) 宮明寿光、中尾康彦、福島真典、佐々木 龍、三馬 聡、中尾一彦：NASH肝移植症例におけ

る肝移植後脂肪肝の検討～C 型肝硬変と比較して～． 
2) 福島真典、中尾康彦、別府麻美、佐々木 龍、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：MAFLD合併

アルコール性肝硬変の線維化パターンの網羅的解析． 
3) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：

Atezolizumab/Bevacizumab併用療法における後治療としての Lenvatinib． 
 
第 29 回 日本肝がん分子標的治療研究会 

2024.1.26-1.27 持田 智 埼玉 
ポスター： 
1) 佐々木 龍、中尾康彦、福島真典、三馬 聡、宮明寿光、中尾一彦：

Atezolizumab/Bevacizumab 併用療法における後治療． 
 
第 344 回 日本内科学会九州地方会 

2024.1.27 下野 信行 福岡 
一般口演： 
1) 平田亮介、山口直之、上木 望、中尾一彦：バレット食道に発生した mixed neuroendocrine-

nonendocrine neoplasm(MiNEN)に対して ESD を施行した 1 例． 
 
第 20 回 日本消化管学会総会学術集会 

2024.2.9-2.11 春日井 邦夫 沖縄 
ワークショップ： 
1) 赤司太郎、山口直之、橋口慶一、小林慎一朗、金高賢悟、大木岳志、江口 晋、大和雅之、中

尾一彦：食道 ESD 後狭窄に対する自家口腔粘膜上皮細胞シート移植症例の短期成績と長期予

後． 
2) 峯 彩子、田渕真惟子、南 ひとみ、塩田純也、北山 素、橋口慶一、山口直之、中尾一彦：

高齢者アカラシアに対する POEM の有効性と安全性についての検討． 
3) 東郷政明、竹島史直、山口直之：離島医療圏における遠隔診療―ローカル 5G を活用した内

視鏡診療の有用性―． 
4) 森川昇玲、吉田直久、都甲大地、岡 志郎、高田和典、福永周生、森田圭紀、林 武雅、小原

英幹、辻 陽介、村上 敬、山村健史、米田頼晃、竹内洋司、山口直之：本邦における直接経

口抗凝固薬の種類による大腸粘膜下層剥離術後出血の解析 ABCD-J study． 
5) 大中祐太郎、加藤功大、山口直之：早期食道癌 ESD治療後の食道狭窄に対する自家口腔粘膜

上皮細胞シート移植治療と細胞シート移植方法の開発経過について． 
 


